
当医院からのご案内 
 

当クリニックは、以下の施設基準等に適合している旨、 

厚生労働省地方(支)局に届出を行っています。 

 

■一般名処方加算 

後発医薬品があるお薬については、患者様へご説明の上、商品名ではなく 

一般成分名処方（有効分の名称で処方すること）を行う場合があります。  

これにより、特定の医薬品の供給が不足した場合であっても、 

患者様に必要な医薬品 が提供しやすくなります。 

 

■電子的診療情報連携体制整備加算 

1. オンライン請求を行っています。 

2. オンライン資格確認を行う体制を有しています。 

3. 電子資格確認を利用して取得した診療情報を、診察室で閲覧または活用できる

体制を有しています。 

4. 電子処方箋の発行については現在整備中です。 

(令和 7 年 7 月 31 日までの経過措置) 

5. 電子カルテ情報共有サービスを活用できる体制については現在整備中です。 

（経過措置 令和７年９月 30 日まで） 

6. マイナンバーカードの健康保険利用について、お声がけ、ポスター掲示を行っ

ています。 

7. 医療 DX 推進の体制に関する事項の掲示、および質の高い医療を実施するため

十分な情報を取得し、および活用して診療を行います。 

8. マイナポータルの医療情報にもとづき、患者様からの健康管理に係る相談に応

じています。 

9. 算定した診療報酬の区分・項目の名称及びその点数又は金額を記載した詳細な

明細書を患者に無料で交付しています。 

 

■ニコチン依存症管理料 

当クリニックはニコチン依存症管理料の届出を行っており、禁煙のための治療的 

サポートをする禁煙外来を行っています。 

 

 

 



■外来・在宅ベースアップ評価料（Ⅰ） 

当クリニックでは、これまで以上に質の高い医療サービスを提供し、患者様に安心し

て診療を受けていただける環境を整えるため、診療報酬改定に新設された「ベースア

ップ評価料」の算定させて頂いております。この評価料は、医療スタッフの待遇改善

により、より良い医療を提供するために必要なものとして新設されました。 

今後も質の高い医療サービスの提供に努めて参ります。 

 

■長期処方·リフィル処方せんについて 

症状の安定している方には適宜医師の判断で 28 日以上の長期処方に対応しています。

そのため、リフィル処方箋に対応しておりますが、以下の条件が必要となります。 

• 処方日数が 28 日未満であること。 

• 精神安定剤・睡眠剤などが含まれないこと。 

• 症状が安定していること。 

その上で医師がリフィル処方箋を出せるかどうかを判断します。 

 

■物価対応料 

昨今の物価や光熱費の高騰、医療用医薬品や診療資材、光熱費等の価格上昇に直面す

る中で、地域の皆さんが安心して受診できる医療体制や、在宅での診療環境を適切に

維持・継続していくために、所定の定数を算定いたします。ご理解のほど、よろしく

お願いいたします。 

 

■持続陽圧呼吸療法充実管理体制加算 

当院において CPAP 療法の指導管理を実施している入院中の患者様以外の全ての患者

様について、使用時間等の着用状況、無呼吸低呼吸指数等がモニタリング可能な機器

を活用して、定期的なモニタリングを行っています。また、当該月の直近 3 月以内に

おいて、当院が CPAP 療法の指導管理を行っている入院中の患者様以外の患者延べ管

理月数に占める、CPAP 療法の 1 日使用時間が 4 時間以上の日が 20 日以上である管理

月数の割合が 4 割以上であるという条件を満たしています。 
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